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Ｐ２～４　町内の移動に便利です　エビアミー号
Ｐ５　　　情報公開制度の運用状況
Ｐ６、７　まちのできごと
Ｐ８　　　町ホームページがリニューアルしました！
　　　　　ピックアップ防災
Ｐ９　　　健康ワンポイント

写真：皆さまの生活の足にご利用
　　　ください
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平
成
26
年
10
月
１
日
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
の
足
と
し
て
、
10
人
乗

り
の
車
両
に
乗
り
合
っ
て
移
動
す

る
、
エ
ビ
ア
ミ
ー
号
の
運
行
を
開
始

し
ま
し
た
。
愛
称
は
町
内
小
中
学
生

か
ら
募
集
し
た
中
で
、
応
募
数
が
多

く
、
親
し
み
や
す
い
「
エ
ビ
ア
ミ
ー

号
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

エ
ビ
ア
ミ
ー
号
は
、
町
内
全
域
を
対
象

に
運
行
し
、
自
宅
ま
た
は
自
宅
付
近
か
ら

次
の
共
通
８
か
所
の
乗
降
場
所
ま
で
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
帰
り
は
８
か
所
の
い

ず
れ
か
か
ら
乗
車
し
、
自
宅
ま
た
は
自
宅

付
近
ま
で
お
送
り
し
ま
す
。

エ
ビ
ア
ミ
ー
号
は

町
内
の
移
動
に
ご
利
用
で
き
ま
す

① 御宿駅
② 公民館
③ 役場
④ 第２分団新町消防庫前
⑤ 朝市通り

⑥ B&G海洋センター
地域福祉センター

⑦ 御宿児童館
⑧ 御宿郵便局

町内の移動に便利です

エビアミー号
共通8か所の乗降場所
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エ
ビ
ア
ミ
ー
号
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
事
前
に
利
用
登
録
申
請
書
を
役
場

４
階
の
企
画
財
政
課
ま
た
は
公
民
館
に

提
出
し
、
登
録
証
の
交
付
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
利
用
予
約
は
電
話

（
０
４
７
０

−

73

−

０
５
５
０
）
で
受

け
付
け
て
お
り
、
登
録
番
号
、
氏
名
、

利
用
さ
れ
る
時
間
の
便
、
行
き
先
を
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

運
行
は
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～

１
月
３
日
）
を
除
き
毎
日
行
っ
て
お

り
、
運
行
ダ
イ
ヤ
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
半
年
間
で
延
べ
２
，２
３
３
人
に

　

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た

　

エ
ビ
ア
ミ
ー
号
の
運
行
開
始
か
ら
、

３
月
で
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
３
月

末
ま
で
の
登
録
者
数
は
７
８
９
人
、
利

用
者
数
は
延
べ
２
，２
３
３
人
で
し
た
。

　

次
の
グ
ラ
フ
は
、
月
別
の
利
用
者
の

状
況
で
す
。
10
月
は
４
１
９
人
、
11
月

は
３
６
９
人
、
12
月
は
３
６
６
人
、
１

月
は
３
０
５
人
、
２
月
は
３
６
２
人
、

３
月
は
４
１
２
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。

　

御
宿
台
区
の
利
用
者
が
１
，２
５
１

人
と
最
も
多
く
、
次
い
で
上
布
施
区
の

４
３
２
人
、
実
谷
区
の
２
５
１
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・
駅
ま
で
の
移
動
や
買
い
物
な
ど
で

　

多
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す

　

自
宅
を
出
発
点
と
す
る
行
き
先
は
、

次
の
表
の
と
お
り
、
御
宿
駅
が
４
７
３

人
と
最
も
多
く
、
次
い
で
第
２
分
団
新

町
消
防
庫
前
が
３
０
１
人
、
公
民
館
が

１
１
１
人
、
御
宿
郵
便
局
が
１
０
０
人

と
続
き
ま
す
。
電
車
に
乗
る
と
き
や
、

買
い
物
に
行
く
と
き
に
利
用
す
る
方
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

乗
合
運
行
の
た
め
、
定
時
の
巡
回
は

し
て
お
ら
ず
、
予
約
の
あ
っ
た
時
間
の

み
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

料
金
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。
ま

た
、
１
冊
３
，０
０
０
円
（
１
０
０
円

×
30
枚
綴
り
）
の
回
数
券
の
販
売
を

行
っ
て
お
り
、
エ
ビ
ア
ミ
ー
号
車
内
、

役
場
企
画
財
政
課
（
４
階
②
窓
口
）
、

町
公
民
館
で
購
入
で
き
ま
す
。

・
御
宿
台
区
の
利
用
者
が
最
多
で
し
た

　

次
の
表
は
、
エ
ビ
ア
ミ
ー
号
利
用

者
の
延
べ
人
数
を
、
行
政
区
別
に
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

ま
ず
は
申
請
書
を

　
　

  

提
出
し
て
く
だ
さ
い

エ
ビ
ア
ミ
ー
号
利
用
状
況

0

100
150

50

10月

419
369 366

305
362

412

11月 12月 1月 2月 3月

200
250

350
300

400
500

午　

前

　８時便
　９時便
１０時便
１１時便
１２時便

午　

後

　１時便
　４時便
　５時便

行政区  利用者（延べ）
須賀 33
浜 88

高山田 45
久保 16
新町 27

六軒町 4
岩和田 86
実谷 251

上布施 432
御宿台 1，251
合計 2，233

共通乗降場所 利用者
１ 自宅から御宿駅 473
２ 自宅から公民館 111
３ 自宅から役場 55
４ 自宅から第２分団 301
５ 自宅から朝市通り 71

６ 自宅からB＆G・
地域福祉センター 37

７ 自宅から御宿児童館 2
８ 自宅から御宿郵便局 100

合　　計 1，150

① 大人（中学生以上） １乗車につき ３００円
② 小学生 １乗車につき １００円

③ 小学生未満

保護者の同伴
が 必 要 な た
め、保護者分
の料金がかか
ります。

無料

④

身体障害者手帳、療
育手帳、精神障害者
保健福祉手帳の交付
を受けている方

１乗車につき ２００円

⑤ ④の介助者 １乗車につき ２００円

運行ダイヤ

乗車料金表

月
別
利
用
者
数

（人）

目的地別利用者数

行
政
区
別
利
用
者
数
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・
朝
９
時
の
便
が
多
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す

　

次
の
表
は
、
１
便
か
ら
８
便
ま
で
の
時

間
別
利
用
人
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

９
時
便
の
利
用
者
が
延
べ
４
２
５

人
で
最
も
多
く
、
12
時
便
が
３
７
０

人
、
10
時
便
が
３
５
２
人
、
16
時
便

が
３
１
５
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
乗
降
場
所
で
エ
ビ
ア
ミ
ー
号
を

待
っ
て
い
る
方
に
、
実
際
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　

夕
方
４
時
の
便
を
待
っ
て
い
る
女

性
は
、
「
通
勤
に
エ
ビ
ア
ミ
ー
号
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
行
き
は
休
日
の

み
の
利
用
で
す
が
、
帰
り
は
、
ほ
ぼ

毎
日
乗
っ
て
い
ま
す
。
10
月
に
運
行

が
始
ま
っ
て
か
ら
す
ぐ
に
登
録
し
ま

し
た
。
」
と
、
運
行
開
始
か
ら
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

利
用
し
て
気
が
付
い
た
点
に
つ
い

て
、
「
予
約
方
法
が
電
話
の
み
で
、

利
用
時
に
そ
の
都
度
電
話
を
す
る
の

が
少
し
大
変
で
す
ね
。
」
と
話
し
て

　

運
行
開
始
か
ら
現
在
ま
で
、
利
用
者

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
も
あ
り
、
事
故

な
く
安
全
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
時
間
が
集
中
す
る
こ
と
が
多
い

状
況
で
す
が
、
効
率
的
な
順
路
で
お
迎

え
に
行
き
、
目
的
地
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に

送
り
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
乗
合
運
行
で
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
も
、
予
約
時

間
に
遅
れ
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
乗
降
時
の
段
差
を
小
さ
く
す

る
た
め
に
、
ス
テ
ッ
プ
を
常
備
し
て
い

ま
す
。
使
用
さ
れ
る
方
は
、
運
転
手
ま

で
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

利
用
者
の
声
を

　
　
　
　お
聞
き
し
ま
し
た

エ
ビ
ア
ミ
ー
号

　
　ご
利
用
時
の
お
願
い

運行時間 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計
１便 ８時 14 16 16 21 17 14 98
２便 ９時 82 70 78 48 68 74 420
３便 10時 75 62 55 42 60 58 352
４便 11時 65 35 48 32 42 54 276
５便 12時 66 63 53 56 56 76 370
６便 13時 45 46 53 42 49 58 293
７便 16時 53 55 44 57 52 51 312
８便 17時 19 22 19 7 18 27 112

合　計 419 369 366 305 362 412

時間別利用者数

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
買
い
物
の
と
き
に
よ
く
利
用

し
て
い
る
と
い
う
女
性
は
、
第
２
分
団

新
町
消
防
庫
前
で
11
時
の
便
を
待
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
「
ス
ー
パ
ー
ま

で
は
歩
い
て
来
ま
す
が
、
買
い
物
を
し

て
荷
物
が
増
え
る
の
で
、
帰
り
に
エ
ビ

ア
ミ
ー
号
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
10
月

か
ら
登
録
し
て
、
最
近
で
は
毎
日
の
よ

う
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
利

用
し
て
い
た
西
武
の
バ
ス
が
な
く
な
る

と
聞
い
て
困
っ
て
い
た
の
で
、
エ
ビ
ア

ミ
ー
号
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
」
と
、
頻
繁
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

利
用
し
た
感
想
と
し
て
、
「
運
行
時

間
は
、
定
時
運
行
に
な
る
と
も
っ
と
良

い
で
す
が
、
自
宅
ま
で
送
っ
て
も
ら
え

る
の
は
あ
り
が
た
い
で
す
。
車
は
大
き

な
バ
ス
で
な
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
丁
度

良
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

買
い
物
帰
り
の
女
性
も
、
「
ス
ー

パ
ー
ま
で
は
歩
い
て
来
て
、
帰
り
に
エ

ビ
ア
ミ
ー
号
を
利
用
し
ま
す
。
」
と
の

こ
と
。
「
今
ま
で
は
帰
り
に
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

エ
ビ
ア
ミ
ー
号
が
で
き
て
か
ら
は
こ
ち

ら
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

▲小湊鉄道勝浦車庫で予約を受け付けています

▲皆さんを目的地まで安全にお送りします
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（１）情報公開請求（申出）の状況　
　　　平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日

（２）情報公開請求(申出)者別内訳

（３）処理状況

（４）実施機関別内訳

※１ 請求  請求権者からのもの（条例第５条）
※２ 申出  請求権者以外からのもの

　町で取り扱っている個人情報について、自己の情報を確認したり、事実の誤りに対し
て訂正を求めることができるよう、開示や訂正等の請求ができます。
　平成２６年度（平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日まで）における御宿町個
人情報保護制度の開示、訂正等の請求はありませんでした。

個人情報保護制度における開示等請求状況

　

情
報
公
開
制
度
は
、
行
政
に
対
し
て
住
民
等
か
ら
の
公
開
請
求
に
応
じ
て
、
原
則
す
べ
て
の
情
報
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況
は
、
27
件
の
情
報
公
開
請
求
が
あ
り
、
６
件
を
公
開
、
14
件
を
部
分
公

開
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度 

御
宿
町
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

請　　求 申　　出 合　　計
６人 ２７件 0人 0件 ６人 ２７件

区分 請求者等の区分 件　数

請求

町内に住所を有する者 ２６
町内に事務所を有する個人・法人・団体
町内に存する事務所等に勤務する者
町内に存する学校に在学する者
利害関係人 １

申出 請求権者以外
合　　　　　　　　計 ２７

区　分
処理状況 合　計

（件）公　開 部分公開 非公開 取下げ その他
請　求 ６ １４ ５ ２ ２７
申　出
合　計 ６ １４ ５ ２ ２７

実施機関 請　求 申　出 合　計

町　長

総 　 務 　 課 １３ １３
企 画 財 政 課 ３ ３
建 設 環 境 課 ２ ２
産 業 観 光 課 ２ ２
保 健 福 祉 課 ２ ２
会 　 計 　 室 １ １

教 育 委 員 会 ２ ２
監 査 委 員 ２ ２
選 挙 管 理 委 員 会
農 業 委 員 会
御 宿 町 議 会
合 　 計 ２７ ２７
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豊作を願って
布施小学校　稲作体験

法務大臣表彰受賞　吉野　俊弘　さん

　更生保護制度施行第６５周年記念全国大会において、
夷隅地区保護司会副会長の吉野俊弘さん（上布施）が法
務大臣表彰を受賞されました。
　吉野さんは御宿町保護司として、永年にわたり、罪を
犯した人々の改善更生と再犯の防止に取り組んでこられ
たことが評価され、今回の受賞となりました。

　抜けるような青空の下、布施小学校５年
生１２人による「布施っ子田んぼ」の田植
えが、５月８日（金）に行われました。
　横一列に並んで作付けが始まると「水が
冷たい」「きもちいい」という声が上が
り、途中で足を取られて尻もちをつき、泥
んこになる児童の姿もありました。
　学校では稲作体験のためにしっかりと予
習をしてきたようで、この一株からお米何
粒になるんだろう、という担任の先生の問
いかけに、すかさず「４００粒くらい！」
と元気に答えていました。

　田んぼの淵に
は、指導をして
くれる農家の方
が、児童たち
のために毎年新
しい看板を描い
て、立ててくだ
さっています。

▲おいしいお米ができますように

▲受賞式での様子
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御宿町合併６０周年記念事業
おんじゅく広報～６０年のあゆみ展

メキシコ料理教室　開催

　御宿町合併６０周年記念事業の一環として、
おんじゅく広報～６０年のあゆみ展が町資料館
で５月３１日（日）まで開催されています。
　今回の企画展は、御宿町の時代ごとの様々な
出来事を写し出してきた、おんじゅく広報の表
紙の写真を通して、６０年を振り返ろうと企画

　４月２２日（水）に、中央国際高等学校でメキシコ料理教室が行われました。
　この料理教室は、町と友好関係にあるメキシコの本場の料理を広く知ってもらおうと、皇
帝ひまわりと交流の会が企画したもので、メキシコ在住３９年の黒沼ユリ子さんと姉・俊子

されました。展示場には、各年１枚ずつ選
考された、おんじゅく広報の表紙を飾った
写真６０枚のほか、懐かしの風景と題し
て、町民の活き活きとした様子がうかがえ
る当時の写真２２枚を展示しています。
　町外、県外から来館される方や、暖かく
なり散歩の途中で立ち寄る方など、多い日
には１日に３０人近くの人々が訪れ、中に
は思わず足を止めて写真に見入っている方
もいました。

さんが講師に招かれました。
　当日は参加者２７人が６班に分かれ
て、色鮮やかな食材をふんだんに使っ
た、セビチェ（魚介類のマリネ）やア
ステカスープなどを作りました。
　参加者は、慣れた手つきで下ごしら
えをする黒沼ユリ子さんの周囲に集ま
り、レシピには書いていないちょっと
したコツを教えて頂くなど、終始にぎ
やかで楽しい料理教室となりました。
　今後同会では、メキシコ料理レシピ
を作成し、地元に広めるため活動して
いく予定です。

▲御宿町が歩んできた６０年の歴史

▲だんだんとおいしそうな匂いが広がり、会話も弾みました

7
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広告募集中
町では、「広報御宿」に有料広告を掲載しています。
店舗・企業の宣伝や求人募集などに是非ご利用ください。
○料　金／１回１枠町内7,500円　町外9,000円
　　　　 （6ヶ月継続申込者は１回につき500円割引）
○サイズ／このスペースの大きさ

○申込・問い合わせ  企画財政課  TEL68−2512

　平成２７年４月から町ホームページがリ
ニューアルし、知りたい情報を検索しやす
くなるように、検索項目を増やしました。
　引き続きいろいろな町の情報を発信して
いきますので、どうぞご利用ください。

町ホームページがリニューアルしました！

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
防
災

Vol.31

　

御
宿
町
消
防
団
統
一
訓
練
が
、

４
月
19
日
（
日
）
に
須
賀
多
目
的

広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

火
災
等
に
お
け
る
消
防
活
動
時

の
基
本
と
な
る
操
法
訓
練
や
号
令

調
整
を
は
じ
め
、
新
入
団
員
の
規

律
訓
練
な
ど
、
有
事
の
際
に
迅
速

か
つ
的
確
に
行
動
で
き
る
よ
う
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
に
大
多
喜
町
で
開

催
さ
れ
る
、
夷
隅
支
部
消
防
操
法

大
会
へ
出
場
す
る
第
７
分
団
（
岩

和
田
区
）
は
、
御
宿
分
署
職
員
指

導
の
下
、
御
宿
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
本
番
さ
な
が
ら
の
特
別

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

▲夷隅支部消防操法大会出場分団
 （第7分団）特別訓練
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食中毒を防ぎましょう

食中毒とは？
　食中毒とは、体に有害な食中毒菌やウイルスが付着、増殖した食品が体内に入るこ
とで発生する胃腸炎症状を主とする健康被害です。
　原因はさまざまですが、自然毒や化学物質によるものはごくわずかで、ほとんどが
細菌・ウイルスによって起こっています。またこれらは高温多湿になる梅雨の時期か
ら秋にかけて集中して発生する傾向があります。
　食中毒の原因は、身のまわりのあらゆるところに存在しますから、毎日の生活の中
で予防を心がけることが大切です。

主な原因物質とその特徴
原因物質 潜伏期間 症状 汚染されやすい食品

カンピロバクター １～７日 下痢、腹痛、吐き気、嘔吐、
頭痛、発熱。 鳥ささみ、肉の生焼け、生水

サルモネラ属菌 ８時間～3日
下痢、腹痛、吐き気、嘔吐、
頭痛、発熱。
１週間程度で回復。

汚染された卵や食肉・その
加工品

腸管出血性大腸菌
（O157など） ４～８日 下痢、腹痛、嘔吐、倦怠感、

発熱。 加熱不十分な肉、汚染井戸など

ノロウイルス 1～2日
下痢、腹痛、激しい嘔吐、発
熱、咽頭痛。
通常３日程度で回復。

生や加熱不十分なカキなどの
二枚貝など

食中毒予防の3原則
食中毒の原因菌・ウイルスを・・・

問い合わせ　保健福祉課　保健事業班　☎68−6717

つけない
・調理前、肉・魚・卵を触った

後、トイレに行った後など
は、必ず石けんで手洗い。

・傷のある手で調理する時は、
ゴム手袋を。

・購入した食品は、肉や魚など
の汁がもれないように、ビニ
ール袋に入れて持ち帰る。

・肉や魚を切った包丁、まな
板をそのまま使わない。

増やさない
・冷蔵庫内は10℃以下に保ち、

ドアを長時間開けておかな
い。

・自然解凍はさける。
・調理途中の物や残り物は放

置しない。
・生物や冷凍食品を買う時は、

最後に買い、寄り道をしない
で帰る。

・温かい料理は温かいうちに、
冷たい料理は冷たいうちに食
べる。

殺菌する
・食品はしっかり加熱する。
・調理済みのレトルト食品や

冷凍品、残り物を温める時
も十分に加熱する。

・電子レンジの加熱は、時々
かき混ぜてまんべんなく。

・野菜など生で食べる物は、
流水で十分洗う。

・使用後の包丁やまな板などは
熱湯をかけ、乾燥させる。

9
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都
市
計
画
の
案
の
概
要
縦
覧

及
び
公
聴
会
を
行
い
ま
す 

農
地
貸
借
の
仕
組
み

 「
農
地
中
間
管
理
機
構
」 

　

高
齢
化
の
進
展
や
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、都
市

計
画
区
域
の
整
備
、開
発
及
び
保

全
の
方
針
を
変
更
し
ま
す
。都

市
計
画
案
の
作
成
に
あ
た
り
、案

の
概
要
を
縦
覧
す
る
と
と
も
に
、

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
案
の
概
要
の
縦
覧

　

７
月
３
日
（
金
）
か
ら
17
日

（
金
）
ま
で
、
町
建
設
環
境
課

及
び
県
都
市
計
画
課
で
縦
覧
で

き
ま
す
。
※
土
日
を
除
く

▼
公
聴
会
の
開
催

　

８
月
22
日
（
土
）
14
時
30
分

か
ら
、
役
場
大
会
議
室
で
開
催

し
ま
す
。
※
公
述
の
申
出
が
な

い
場
合
は
中
止

・
公
述
人
資
格

町
内
に
住
所
が
あ
る
方
（
法

人
を
含
む
）
、
利
害
関
係
の

あ
る
方

・
公
述
の
申
出
方
法

町
建
設
環
境
課
備
え
付
け
の

公
述
申
出
書
に
意
見
の
要
旨

ま
ち
の
う
ご
き

●
人
口

　

７
，８
１
２
（
▲
12
）

　

男
３
，７
０
６　

女
４
，１
０
６

　

世
帯
数
３
，６
６
０

 

（
平
成
27
年
４
月
30
日
現
在
）

●
慶
弔

　

出
生
１　

死
亡
11

 

（
平
成
27
年
４
月
届
出
）

●
御
宿
分
署
の
出
動
状
況

　

火
災
発
生
件
数
０

　

救
急
件
数
35

 

（
平
成
27
年
４
月
中
）

●
交
通
事
故
発
生
件
数

　

発
生
件
数
７

　

死  

者  

数
０

　

負
傷
者
数
７

 

（
平
成
27
年
１
月
１
日
〜

　

 

平
成
27
年
４
月
30
日
）

●
ダ
ム
の
貯
水
状
況

　

貯
水
用　

５
３
７
，０
０
０
㎥

　

貯
水
率　

９
２
．７
％

 

（
平
成
27
年
５
月
７
日
現
在
）

●
町
浄
水
場
の
水
質
検
査

　

放
射
性
物
質
の
検
査
は
３
ヶ

月
に
１
度
と
な
り
ま
し
た
。

●
エ
ビ
ア
ミ
ー
号
利
用
状
況

　

乗
車
人
数　

延
べ
４
０
４
人

 
（
平
成
27
年
４
月
中
）

を
添
え
て
、
縦
覧
期
間
中

に
、
同
課
ま
で
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
17
日

消
印
有
効
）
。
※
希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選

・
公
聴
会
の
傍
聴

予
約
な
し
の
当
日
先
着
順
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

町
建
設
環
境
課

☎
０
４
７
０

−

６
８

−

６
６
９
４

県
都
市
計
画
課

☎
０
４
３

−

２
２
３

−

３
３
７
６
　

農
地
法
の
一
部
改
正
が
さ

れ
、
農
地
の
生
産
性
を
高
め
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
促
進

す
る
た
め
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
農
地
台
帳
を
公
表
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
農
地
は
、
農
業

振
興
地
域
内
の
農
地
に
限
ら

れ
、
市
街
化
区
域
や
再
生
困
難

な
農
地
等
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
表

「
全
国
農
地
ナ
ビ
」

HP http://w
w

w
.alis-ac.jp/

農
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
、

面
積
、
区
域
区
分
等

▼
窓
口
公
表

所
有
者
等
の
氏
名
、
名
称

▼
問
い
合
わ
せ

町
産
業
観
光
課

☎
０
４
７
０

−

６
８

−

２
５
１
３

　

昨
年
度
か
ら
設
置
さ
れ
た
農

地
中
間
管
理
機
構
は
、農
地
の

貸
し
手
と
借
り
手
の
間
に
入
る

公
的
機
関
で
す
。現
在
、公
益
財

団
法
人
千
葉
県
園
芸
協
会
が
指

定
を
受
け
、行
って
い
ま
す
。

　

農
地
を
貸
し
付
け
る
方
は
、

農
地
情
報
を
記
入
し
た
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
貸
し
手

へ
の
支
援
と
し
て
協
力
金
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
）。借
り
受
け

る
方
は
、借
り
手
の
募
集
期
間

中
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、現
地
確
認
の
結
果
、

再
生
困
難
な
耕
作
放
棄
地
等
に

つ
い
て
は
、機
構
は
借
り
受
け
な

い
こ
と
と
な
って
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

町
産
業
観
光
課

☎
０
４
７
０

−

６
８

−
２
５
１
３

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
園
芸
協

会
農
地
部

☎
０
４
３

−
２
２
３

−

３
０
１
１

農
地
台
帳
を
公
表
し
ま
す
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1 月
●固定資産税第１期納期限
●軽自動車税納期限
●特定計量器定期検査　10:30～15:00　公民

2 火 ●特定計量器定期検査　10:30～15:00　公民
●乳児相談　13:30～15:00　保健

3 水 ●鶴亀くらぶ　14:00～15:30 町内

4 木
5 金
6 土
7 日
8 月
9 火
10 水 ●特定健康診査　13:00～14:30　保健

11 木 ●特定健康診査　13:00～14:30　保健

12 金 ●特定健康診査　13:00～14:30　保健

13 土 ●特定健康診査　13:00～14:30　保健

14 日
15 月 ●特定健康診査　13:00～14:30　保健

16 火 ●特定健康診査　13:00～14:30　保健

17 水
18 木
19 金 ●子育て相談　10:00～11:30　御児

20 土

21 日
●サンデーオープン　9:00～12:00
●町民清掃
●第48回夷隅支部消防操法大会（場所：大多喜町）

22 月
23 火 ●つくしくらぶ　13:30～15:30　保健

24 水 ●鶴亀くらぶ　14:00～15:30 地域福祉センター

25 木 ●乳がん検診（マンモグラフィーのみ）
　9:00～15:00　保健

26 金 ●乳がん検診（マンモグラフィー、エコー）
　9:00～15:00　保健

27 土 ●乳がん検診（マンモグラフィー、エコー）
　9:00～15:00　保健

28 日
29 月
30 火 ●町県民税第１期納期限

●献血　10:00～11:45　保健

タウンカレンダー　６月

保健：保健センター　公民：公民館　
B&G：B&G海洋センター　御児：御宿児童館

仮か

な名
習な

ら

ふ
吾わ

こ子
の
ま
な
ざ
し
春は

る
と
な
り隣　
　
　

本
吉　

愛

な
つ
か
し
や
火ひ

ば
ち鉢
囲か

こ

み
し
兄

あ
に
い
も
う
と
妹　
　
　
　

大
曽
根
利
枝

ふ
る
里さ

と

や
静し

ず

か
に
あ
り
て
初は

つ

山さ
ん
が河　
　
　

佐
藤
き
よ
み

初は
つ

富ふ

じ士
や
世せ

界か
い

遺い

産さ
ん

と
鼻は

な
た
か高

し　
　
　
　

菊
池　

武
夫

新し
ん
ね
ん
か
い

年
会
昔む

か
しば
な
し
に
花は

な

が
咲さ

き　
　
　
　

桜
谷　

敬
蔵

座ざ

ぶ布
団と

ん

に
冬ふ

ゆ

の
陽ひ

あ
て
て
友と

も

を
待ま

つ　
　

佐
野
志
保
子

初は
つ

日ひ

の
出で

あ

わ
安
房
に
か
か
り
し
雲く

も
ま間
よ
り　

澤
崎　

幸
子

子こ

を
抱だ

い
て
窓ま

ど

か
ら
拝お

が

む
初は

つ

日ひ

の
出で　
　

本
吉
美
絵
子

岳だ
け

の
湯ゆ

や
小こ

ゆ
き雪
に
け
ぶ
る
安あ

だ

た

ら

達
太
良
山や

ま　

金
子　

澄
子

ス
ト
レ
ッ
チ
体た

い
そ
う操
の
手て

に
冬ふ

ゆ

日び

す透
く　
　

小
野　

玲
子

初は
つ

日ひ

の
出で

両り
ょ
うの
手て

あ
は
す
共と

も

白し
ら
が髪　
　
　

岡
本　

俊
康

労ね
ぎ

ら
ひ
つ
生い

き
て
ふ
た
り
の
晦み

そ
か日

蕎そ

ば麦　

鶴
岡
と
く
路

◉
仮
名
＝
片
仮
名
・
平
仮
名
な
ど

◉
安
達
太
良
山
＝
福
島
県
北
部
の
火
山

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【初日の出・新年会】
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まち

しごと
まち

しごと
－御宿創生－

発　行：御宿町 平成27年5月25日（月）／発行責任者：御宿町長 石田　義廣／編集：企画財政課／電話：0470−68−2511（代）
住　所：〒299−5192 千葉県夷隅郡御宿町須賀1522／ホームページ：http://www.town.onjuku.chiba.jp/

　人口の減少が進むなか、町では、御宿住民
の豊かな暮らしを実現させるため、様々な分
野において活動されている方々で構成される
御宿町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定
委員会を立上げました。
　この委員会は、御宿町における人口の現状
分析や将来展望等を踏まえたなかで、平成２
７年度から３１年度までの５年間のまちづく
り計画である「御宿町総合戦略」を策定する
ために設置したもので、５月２０日に第１回
目の会議を開催したところです。
　今月号からは、今後の御宿町を担う方々に
お話を伺い、それぞれの分野からみた「まち
づくりビジョン」をご紹介します。

北村　昭彦　さん　（４１歳）
ＮＰＯ法人おんじゅくＤＥ元気に勤
務。「御宿に来れば（住めば）元気にな
れる」をコンセプトに、御宿の自然など
を活用した様々なプログラムを企画運
営されている。

立
場
や
考
え
方
が
違
う
人
た
ち
と
、

夢
を
語
り
合
い
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

　

幼
少
時
代
を
三
宅
島
で
過
ご
し
、

自
然
の
中
、
特
に
慣
れ
親
し
ん
だ
海

辺
で
子
育
て
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
仕
事
の
傍
ら
、
自

然
体
験
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

て
い
て
、
そ
れ
を
仕
事
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
移
住
先
を
調

べ
て
い
た
と
き
、
今
勤
務
し
て
い
る

「
お
ん
じ
ゅ
く
Ｄ
Ｅ
元
気
」
の
求
人

が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
て
、
ご
縁
を

感
じ
て
御
宿
町
へ
の
移
住
を
決
め
ま

し
た
。

　

御
宿
町
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
移
住
者
が
多
い
事
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
新
住
民
を
地

元
の
方
々
が
と
て
も
温
か
く
迎
え
入

れ
て
下
さ
っ
て
い
る
、
と
い
う
事
こ

そ
が
、
本
当
の
御
宿
の
素
敵
さ
、
素

晴
ら
し
さ
だ
と
、
日
々
感
じ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
移
住
者
は
そ
の
事
に
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
外
か
ら
持
ち

込
ん
だ
理
屈
を
振
り
か
ざ
す
の
で
は

な
く
、
お
互
い
の
立
場
や
個
性
の
違

い
を
認
め
合
っ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
味
を
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生

か
し
て
い
く
か
を
一
緒
に
考
え
て
い

け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
金
子

み
す
ゞ
の
詩
に
あ
る
よ
う
に
、
み
ん

な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

全
国
に
名
を
馳
せ
る
取
り
組
み
を

　

御
宿
町
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

て
い
く
上
で
、
出
来
る
だ
け
多
く
の

方
と
共
有
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
想

い
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
町
が
一
丸
と
な
っ
て
、

何
か
一
つ
、
特
徴
的
な
取
り
組
み
を

続
け
る
こ
と
で
、
全
国
に
（
世
界

に
）
名
を
轟
か
せ
る
よ
う
な
町
を
目

指
し
た
い
、
と
い
う
想
い
で
す
。

　

御
宿
町
と
聞
け
ば
「
あ
！
○
○
の

取
り
組
み
で
有
名
な
町
だ
よ
ね
」
と

誰
も
が
答
え
る
。
そ
の
取
り
組
み
に

は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

町
民
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
参
加
・
貢

献
し
て
お
り
、
そ
の
様
子
が
報
道
さ

れ
る
た
び
に
町
外
か
ら
も
続
々
と
人

が
集
ま
っ
て
来
る
…
そ
ん
な
夢
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
ど
ん
な
取
り
組
み
が
良

い
か
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ
ア
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
一
つ
、
と
あ
る
構
想
を
温
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

中
途
半
端
。
様
々
な
考
え
を
お
持
ち

の
皆
さ
ん
と
お
互
い
の
夢
を
語
り
合

い
な
が
ら
、
自
分
の
構
想
に
も
っ
と

も
っ
と
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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